
旬
を
味
わ
う
、

「
博
多
あ
ま
お
う
」
の
季
節
で
す
よ

Vol.198
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26

４月の訪問日

4
27（月）
28（火）

24（金）



農業者の所得増大にむけて

農業生産の拡大にむけて

地域の活性化にむけて

02 農の匠

廣渡　智章さん（岡垣町）

04 今月のJAさん
青年部と女性部の活動報告

05 フォトスケッチ

JAグループ勉強会
麦作部会 中間管理研修会 など

06 北九トピックス

かんきつ部会冬季管理会 など

08 組織機構改革

10 特集

令和8年3月JA北九人事異動

12 組合員インタビュー

13 夫婦二人三脚

各種お知らせ

14 スマイルキッズ・理事会だより

くらしに１粒 豆知識

15 おたよりコーナー・訃報・
やすらぎ館PR・クロスワードパズル

16 JA北九からのお知らせ
4月の無料税務相談会
令和8年度GW期間中の店舗営業について

廣ひ
ろ
わ
た
り渡

　智と
も
あ
き章

さ
ん

（73）
（
い
ち
ご
部
会
部
会
長
）

　岡
垣
町

専
業
一
筋
の
農
業
人
生 

　岡
垣
町
で
農
業
を
営
む
廣
渡
智
章
さ
ん
は
、遠
賀
農
芸

高
校（
現
・
福
岡
県
立
遠
賀
高
等
学
校
）を
卒
業
後
に
1
年
間

の
研
修
を
経
て
就
農
し
、今
年
で
就
農
53
年
目
を
迎
え
ま
す
。

父
の
代
か
ら
続
く
専
業
農
家
と
し
て
今
日
ま
で
歩
み
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　現
在
は
米
21 

ha
、そ
の
う

ち
の
作
付
面
積
の
一
部
、約

13 

ha
で
麦
を
栽
培
し
て
お

り
、冬
場
に
は
9
㌃
の
耕
作

面
積
で「
博
多
あ
ま
お
う
」

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
い
ち

ご
栽
培
は
約
40
年
に
及
び
、

地
域
の
主
力
品
目
の
一
つ

と
し
て
丹
精
込
め
て
育
て

て
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
を
重
ね
た「
博
多
あ
ま
お
う
」づ
く
り

　廣
渡
さ
ん
が「
博
多
あ
ま
お
う
」の
栽
培
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
、「
消
費
者
の
方
に
農
薬
の
か
か
っ
て
い
な
い
、安

心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
果
実
を
届
け
る
こ
と
」で
す
。
排

水
の
良
い
圃
場
に
有
機
質
を
施
し
、微
生
物
の
働
き
を
活
か

し
た
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
昔
に
比
べ
圃
場
は

や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、灌
水
は
3
、4
日
に
一
度
、表
面

が
軽
く
湿
る
程
度
に
抑
え
ま
す
。
害
虫
対
策
で
は
天
敵
を
活

用
し
、発
生
を
見
越
し
て
事
前
に
放
つ
こ
と
で
防
除
し
て
い

ま
す
。

　長
年
の
経
験
と
周
囲
か
ら
の
助
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら

改
良
を
重
ね
、現
在
の
栽
培
方
法
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
県

の
エ
コ
農
産
物

認
証
も
取
得

し
、
農
薬
や
肥

料
の
使
用
状
況

を
適
正
に
管
理

し
て
い
ま
す
。

畑
に
立
つ
決
意
と
、続
け
る
原
動
力

　「同
世
代
の
仲
間
が
い
る
こ
と
で
刺
激
を
も
ら
い
ま
す
し
、

本
当
に
心
強
い
で
す
」と
廣
渡
さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

同
年
代
で
今
も
農
業
を
続
け
る
友
人
た
ち
の
存
在
が
、大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　数
年
前
に
は
長
男
が
就
農
し
、共
に
汗
を
流
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
か
ら
預
か
る
農
地
も
多
く
、「
こ
の
農

業
環
境
を
壊
さ
ず
、次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
」と

話
す
廣
渡
さ
ん
。
仲
間
に
支
え
ら
れ
、家
族
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、岡
垣
の
農
業
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。 天敵で花に寄る害虫を防除していますエコ農産物の認証シール

contents

専
業
農
家
の
誇
り

岡
垣
に
根
ざ
す
、

JA北九 Instagram
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地元イベントで地域貢献

花農丘公園花農丘公園

2
7

第39回農林水産まつりにて、野球部が地域活動の一環として清掃活
動を行いました。来場者が楽しめるよう、部員一人ひとりが協力し、地域
に根差した活動の大切さを改めて実感する機会となりました。

いちご部会 出荷目合わせ会

吉木集出荷場吉木集出荷場

2
16

いちご部会は、吉木集出荷場で出荷目合わ
せ会を開催しました。ＪＡ職員が販売状況と
出荷規格などを説明した後、部会員同士で
大きさや果形、着色度合い、パック詰め方法などを確認
しました。

ＪＡグループ勉強会

東谷支店東谷支店

1
24

金融支店５店舗によるグループ活動として、「ＪＡグループ・ＪＡ北九の組
織概要や運営組織を学ぶ勉強会」を開催しました。本勉強会を通じて、
参加職員はＪＡ組織への理解を深めました。

酪農部会 視察研修

二シラク乳業株式会社二シラク乳業株式会社

2
27

若松酪農部会は二シラク乳業にて視察研
修を行いました。乳製品飲料の製造の説明
を実際に確認したのち口頭と資料にて生乳
の製造についての説明を受けました。

麦作部会は遠賀営農経済センターにて中間管理研修会を開催しまし
た。北九州普及指導センターの職員が、麦の生育概況・今後の管理など
について説明した後、圃場に移動し現地確認を行いました。

麦作部会 中間管理研修会1
28

遠賀町遠賀町

女性部 書道教室

水巻支店水巻支店

2
2

女性部は水巻支店で、書道教室を開催しました。月に３回程度教養を深
めるグループ活動として実施しており、参加者は和やかな雰囲気の中で
互いの作品を見比べながら、書道を通じた交流を深めました。

1dayお仕事体験

若松支店若松支店

2
12

若松支店で2028年卒予定者向けに1日仕事体験を実施しました。JA
北九の事業概要や支店業務、現金取り扱いの基本である「現金その場
限り」などの説明の後は、お札の縦読み・横読みの体験も行いました。

新任渉外担当者向けの実践訓練

本店本店

2
12

渉外担当者育成プロジェクト研修会より、新任渉外担当者向けの実践
訓練を開催しました。互いに切磋琢磨し合い、実践力の向上を図りまし
た。

第2回店舗衛生美化コンクール

かっぱの里若松店かっぱの里若松店

2
13

直売所全７店舗を対象に「第２回美化コン
クール」を実施しました。同コンクールは、店
舗環境の美化と職員の意識向上を目的に年
２回実施しています。

  
  
JA 北九管内の事業所の 
JA 職員や組織部員さんをご紹介します！

　今年度で入組２年目になります。現在は共済窓口を担当しており、
ご来店いただく皆さま一人ひとりに寄り添った丁寧な対応を心掛けて
います。「安心して何でも相談していただける存在になりたい」と日々
業務に励んでいます。店舗の強みは、目の前に直売所「やさい畑おん
が店」があり、お買い物のついでに気軽に立ち寄っていただけること
です。地域の皆さまにとって身近な窓口でありたいと考えています。
　最近は大好きな愛犬が 13 歳の誕生日を迎えました。食べることが
とにかく好きで、休日はおいしいお店を探すのが楽しみです。ＪＡの
おすすめ商品は「豆乳飲料きなこ」です。香ばしくて飲みやすいです。
飲み会も好きなので、もっとたくさんお酒が飲めるようになりたいで
す！

【組合員へのメッセージ】
　組合員の方に頼って頂けるような職員になれるように頑張ります！

住所： 遠賀郡遠賀町大字
今古賀 631-5

TEL：093-293-2500

遠賀支店

遠賀支店

和
わ だ

田　倖
ゆ き ね

寧

2 月 17 日2 月 17 日　令和 7 年度　　令和 7 年度　
ＪＡ北九女性部 文化行事ＪＡ北九女性部 文化行事

JA 北九女性部は
ウェルとばたにて文
化行事を開催しまし
た。今回の映写会は「終活」
をテーマに、映画「お終活　
熟春！人生、百年時代の過ご
し方」を上映した後、JA福

岡信連より猪俣来人氏を講師に招き「終活について知ろう」と題
し講演を行なっていただきました。講演ではエンディングノート
を用いながら、作成のポイントや効果などをわかりやすく説明が
あり、参加者からは「終活の準備の大切さを感じた」「自分を振
り返る機会になった」などの感想が聞か
れました。令和８年度は文化祭を開催し、
女性部員が活動でつくった作品等を展示
する予定です。

2 月 18・19 日2 月 18・19 日　　第 72 回第 72 回
JA 全国青年大会JA 全国青年大会

2 月 26 日　2 月 26 日　第 67 回第 67 回　　全国家の光大会全国家の光大会

練馬文化
センター
（東京都）
にて開催
された第
72 回 全
国青年大
会に、北

九青年部盟友6名が参加しました。
2日間行われ、ＪＡ青年の主張、組織活動実績発
表等が行われました。また都市センターホテルに
て、福岡県選出農政連自民党国会議員と
の懇談会もあり、農業政策等に関する意
見を交わしました。

２月26日、福岡サンパレ
スホテル＆ホールで開催さ
れた第67回全国家の光大
会に、JA北九女性部から
８名が参加しました。前日
2月 25日に福岡国際会議
場で開催された都道府県代
表体験発表大会にも参加し、西日本地区の「普及・文化活動の部」
「記事活用の部」の家の光記事活用と普及事例を学びました。大会
当日は各地区で勝ち抜いた全国の事例発表を聞き、新たな
発見や刺激を得ました。今後の女性部活動に役立てていき
ます。

愛犬の「ぷりんちゃん」愛犬の「ぷりんちゃん」

JA北九女性部では、一緒に活動する仲間を
募集しています！お料理教室や手芸、視察旅
行など様 な々活動を実施中！
活動体験も実施しています、気になる活動がご
ざいましたら、お気軽にお問い合わせください！

JA北九女性部
部員募集のお知らせ

【お問い合わせ先】
JA北九 営農部営農課
☎ 093-619-2368

5 45 4



JA 北九での行事や活動をご紹介します北九トピックス

　
２
月
５
日
、女
性
部
は
木
屋
瀬
支
店
に
て
第
５
講

「
本
格
キ
ム
チ
教
室
」を
開
催
し
た
後
閉
講
式
を
開

催
し
、受
講
生
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
５
講「
本
格
キ
ム
チ
教
室
」で
は
講
師
を
招
き
、

韓
国
の
伝
統
的
漬
物
で
あ
る
キ
ム
チ
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
自
宅
で
も
作
れ
る
本
格
キ
ム
チ
の
レ

シ
ピ
を
教
わ
り
、塩
加
減
に
よ
る
味
の
調
節
方
法
、

発
酵
が
進
み
乳
酸
菌
の
増
え
た
キ
ム
チ
の
味
や
健

康
的
な
体
作
り
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
閉
校
式
で
は
、学
長
を
務
め
る
織
田
孝
文
組
合

長
が
受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
、

式
辞
で
は
女
性
部
活
動
へ
の
理
解
と
Ｊ
Ａ
へ
の
積

極
的
な
参
画
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
も

女
性
大
学
の
開
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

女
性
大
学
第
５
講
閉
講
式

Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
２
月
28
日
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
交
通

ル
ー
ル
を
学
ぼ
う
と
、岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で「
Ｊ

Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を

開
催
し
ま
し
た
。
午
前
・
午
後
の
２
回
公
演
に
、合

計
７
９
７
人
の
親
子
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
信
号
の

見
方
な
ど
、日
常
生
活
の
中
で
大
切
な
交
通
ル
ー
ル

を
、ク
イ
ズ
や
歌
、体
操
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
呼
び
か
け
に
元
気
よ
く
応
え
、「
右
見
て
、左

見
て
、も
う
一
度
右
！
」な
ど
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
な
が
ら
、楽
し
ん
で
交
通
安
全
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
九
で
は
、今
後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

農
林
水
産
ま
つ
り

　
２
月
７
・
８
日
、花
農
丘
公
園
で
第
39
回
北
九
州

市
農
林
水
産
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
地
元

い
ち
ば
ん
」を
テ
ー
マ
に
、市
内
産
の
農
林
水
産
物

や
加
工
品
の
紹
介
・
販
売
を
通
し
て
、地
域
の
方
々

に
、農
林
水
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、地

産
地
消
を
進
め
て
い
く
た
め
開
か
れ
て
お
り
、Ｊ
Ａ

北
九
も
主
催
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、旬
の
野
菜
や
加
工
品
販
売
の
ほ

か
、東
部
地
区
大
葉
春
菊
出
荷
組
合
に
よ
る
大
葉

春
菊「
う
ま
か
ろ
ー
ま
®
」を
活
用
し
た
春
菊
ご
は

ん
や
西
部
地
区
そ
さ
い
部
会
若
菜
会
に
よ
る「
若
松

潮
風
®
キ
ャ
ベ
ツ
」を
活
用
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
ス
ー
プ

の
試
食
販
売
を
行
い
、２
日
間
に
渡
っ
て
来
場
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

木守公民館木守公民館 岡垣町岡垣町 木屋瀬支店木屋瀬支店

岡垣サンリーアイ岡垣サンリーアイ 花農丘公園花農丘公園

岡垣町岡垣町

か
ん
き
つ
部
会
冬
季
管
理
会

　
２
月
５
日
、か
ん
き
つ
部
会
は
遠
賀
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
で
、冬
季
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
、令
和
８
年

度
の
か
ん
き
つ
防
除
暦
を
元
に
、病
害
虫
防
除
の
時

期
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、部
会
員
の
園
地
へ
赴
き
、主
幹
を
短
く

し
、内
向
枝
や
立
ち
枝
、下
垂
枝
を
整
理
す
る
事
で

樹
幹
の
内
部
に
光
を
届
き
や
す
く
す
る
樹
形
の
管

理
方
法
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
つ
つ
指
導
し
ま
し

た
。
ま
た「
剪
定
を
実
施
す
る
前
に
樹
の
状
態
を
把

握
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
樹
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
。
今

後
、果
実
が
多
く
生
り
そ
う
な
樹
は
な
る
べ
く
剪
定

し
て
お
く
よ
う
に
」と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
後
も
同
部
会
で
は
、適
正
な
園
地
の
管
理
作

業
に
努
め
、高
品
質
果
実
の
生
産
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

み
か
ん
部
会
剪
定
講
習
会

　
２
月
19
日
、若
松
み
か
ん
部
会
は
若
松
柑
橘
類

の
剪
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
北
九
州
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
が
令
和
７
年
産
柑
橘
類
の
管

理
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
表
作
年
の
樹
と

裏
作
年
の
樹
で
管
理
、剪
定
方
法
が
異
な
る
た
め
樹

勢
に
見
合
っ
た
剪
定
を
行
う
よ
う
に
と
注
意
を
促

し
ま
し
た
。

　
剪
定
講
習
会
で
は
、部
会
員
の
園
地
で
実
演
講

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
部
会
員
同
士
で
剪
定
し
な

が
ら
、樹
勢
の
内
部
に
ま
で
光
が
届
き
や
す
く
す
る

樹
勢
管
理
や
、着
花
量
を
予
想
し
な
が
ら
枝
の
伸
ば

す
方
向
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
ま
し
た
。
同
部
会
で

は
今
後
も
適
正
な
管
理
作
業
に
努
め
、高
品
質
な

果
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
２
月
５
日
か
ら
２
月
６
日
に
か
け
て
、い
ち
ご
部

会
の
授
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
確
認
の
た
め
、Ｊ

Ａ
職
員
と
養
蜂
業
者
で
部
会
員
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し

ま
し
た
。

　
部
会
員
ら
は
10
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
頃
ま
で

い
ち
ご
授
粉
用
に
養
蜂
業
者
よ
り
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
を
借
り
て
ハ
ウ
ス
に
設
置
し
て
お
り
、蜜
蜂
は
外

敵
、農
薬
、寒
さ
な
ど
に
弱
く
、例
年
厳
寒
期
を
迎

え
る
こ
の
時
期
に
ミ
ツ
バ
チ
の
生
存
状
況
な
ど
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
養
蜂
業
者
が
蜜
蜂
の
巣
箱
の

状
況
に
合
わ
せ
て
エ
サ
や
巣
の
追
加
、巣
箱
の
交
換

な
ど
を
行
い
、Ｊ
Ａ
職
員
は
確
認
し
た
巣
箱
の
状
況

を
部
会
員
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
蜜
蜂
に
よ
る
授
粉
が
行
わ
れ
ず
不
受
精
果
と
な

る
い
ち
ご
を
防
ぐ
た
め
、部
会
員
ら
は
今
後
も
巣
箱

の
適
正
使
用
に
努
め
、博
多
あ
ま
お
う
生
産
に
励
み

ま
す
。

い
ち
ご
蜜
蜂
巣
箱
確
認

第
2
期
渉
外
担
当
者

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
閉
講
式

　
２
月
12
日
、本
店
に
て
渉
外
担
当
者
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
よ
り
、総
合
事
業
の
強
み
を
生
か

し
提
案
型
推
進
が
で
き
る
渉
外
担
当
者
を
育
成
す

る
こ
と
や
、渉
外
担
当
者
の
次
期
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

職
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
で
第
２
期
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
り
知
識
研
修

や
新
任
渉
外
担
当
者
向
け
の
研
修
を
企
画
立
案
し

実
行
し
ま
し
た
。
今
後
は
、卒
業
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、職
員
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

本店本店若松区若松区

　
2
月
5
日
、木
守
公
民
館
で
令
和
８
年
産
に
向

け
た
水
稲
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
月
10
日

に
は
中
間
支
店
で
講
習
会
を
開
き
、生
産
者
に
向

け
て
水
稲
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
や
病
害
虫
防
除
の
要

点
、資
材
注
文
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
近
年
の
栽
培
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
管

理
方
法
の
ほ
か
、新
規
農
薬
の
紹
介
や
製
造
終
了

と
な
る
農
薬
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
講
習
会
は
２
月
中
旬
ま
で
に
管
内
す
べ

て
の
地
区
で
実
施
し
、毎
年
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
が
情

報
を
共
有
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｊ

Ａ
北
九
で
は
、現
地
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
最
新
の

栽
培
情
報
を
提
供
し
、適
切
な
栽
培
管
理
の
徹
底

を
呼
び
か
け
、高
品
質
な
米
の
安
定
生
産
に
向
け
た

取
り
組
み
を
、各
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
な
が
ら
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

水
稲
講
習
会

地域の活性化にむけて
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11
月
３
日
、
77
歳
の
誕
生
日
に
旭
日
單
光
章

を
受
章
さ
れ
た
三
原
高
志
さ
ん
。
長
年
に
わ
た

り
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
栄
誉
で
す
。
三
原
さ
ん
の
経
歴

は
20
代
で
Ｊ
Ａ
お
ん
が
に
入
組
し
、
職
員
退
職

後
は
Ｊ
Ａ
理
事
を
歴
任
。
現
在
ま
で
Ｊ
Ａ
北
九

稲
作
部
会
長
や
農
事
組
合
長
の
ほ
か
、
遠
賀
町

農
業
委
員
会
会
長
、
県
農
業
会
議
副
会
長
な
ど

歴
任
。
地
元
で
は
令
和
３
年
に
「
農
事
組
合
法

人
Ｏ
Ｎ
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
地
域
農
業
の

振
興
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
と
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
へ
の
思
い

を
伺
い
ま
し
た
。 

兼
業
農
家
か
ら
地
域
の
担
い
手
へ　

　

三
原
さ
ん
は
も
と
も
と
兼
業
農
家
と
し
て
営

農
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の

は
30
代
の
頃
。
地
元
の
４
、
５
人
の
農
家
に
声

を
か
け
、
大
型
機
械
の
共
同
購
入
を
進
め
た
こ

と
が
地
域
組
織
づ
く
り
の
第
一
歩
で
し
た
。

「
個
々
で
は
難
し
く
て
も
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば

で
き
る
」
。
そ
の
思
い
が
行
動
の
原
点
で
し

た
。 　

　

当
時
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
や
農
林
課
の
職

員
か
ら
「
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
認
定
農
業
者
に
な

り
、
地
域
を
引
っ
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
背
中
を

押
さ
れ
、
認
定
農
業
者
に
。
広
大
な
農
地
を
守

る
た
め
、
行
政
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
補
助

事
業
を
活
用
し
、
機
械
整
備
や
経
営
基
盤
の
強

化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
法
人
化
を
決

断
。
国
の
政
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
補
助
金
制
度

な
ど
も
活
用
し
、
組
織
を
着
実
に
拡
大
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。
「
地
域
の
農
地
を
守
る
に
は
、

個
人
経
営
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
法
人
と
し

て
力
を
つ
け
、
雇
用
も
含
め
た
体
制
づ
く
り
が

必
要
」
と
語
り
ま
す
。 　

　

現
在
の
目
標
は
、
地
域
法
人
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
大
規
模
法
人
へ
と
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
は
行
政
や
Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
、
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
り
、
情
報
を
集
め

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
い
ま
す
。
各
先
進
地

へ
の
視
察
や
研
修
に
も
精
力
的
に
参
加
。
常
に

外
へ
出
て
学
び
続
け
る
姿
勢
こ
そ
、
三
原
さ
ん

の
原
動
力
で
す
。 

支
え
合
い
の
中
で
得
た
栄
誉

　

今
回
の
旭
日
單
光
章
受
章
に
つ
い
て
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
仲
間
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
き
た
結
果
。
自
分
一
人
の
力
で
は
な

い
」
と
謙
虚
に
振
り
返
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
何
よ
り
の
財

産
だ
と
話
し
ま
す
。

  

日
本
全
国
が
直
面
す
る
高
齢
化
と
農
家
減
少

と
い
う
課
題
。
三
原
さ
ん
は
法
人
化
に
よ
る
規

模
拡
大
と
雇
用
創
出
こ
そ
が
、
地
域
農
業
を
守

る
鍵
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
に
も
意
欲
を
示
し
、
持
続
可
能
な

経
営
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
と
行
政
の
連
携
の
重
要
性
も
強
調
し
ま

す
。
「
昔
は
営
農
指
導
な
ど
で
張
り
合
う
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
協
力
し
な
け
れ
ば
損
を
す
る
の

は
農
家
」
。
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
現
場
作
業
を

こ
な
し
な
が
ら
各
方
面
と
の
調
整
に
も
奔
走

し
、
「
時
間
も
体
も
足
り
な
い
」
と
多
忙
な

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
３
年
、
全
力
で

　

趣
味
は
旅
行
で
、
年
に
数
回
、
友
人
や
そ
の

家
族
と
一
緒
に
、
国
内
外
問
わ
ず
各
地
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
に
は
農
業
委
員
会
の

視
察
研
修
で
す
が
島
根
県
・
鳥
取
県
へ
訪
問
予

定
で
す
。
「
仲
間
を
大
事
に
し
て
組
織
を
つ

く
っ
て
き
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
振
り
返
り
ま
す
。 　

　

今
年
に
つ
い
て
は
「
持
続
可
能
な
農
業
政
策

と
適
正
な
価
格
形
成
を
望
ん
で
い
る
。
離
農
者

を
減
ら
す
こ
と
が
一
番
」
と
力
強
く
語
り
ま

す
。
そ
し
て
「
あ
と
３
年
間
は
地
元
で
全
力
を

尽
く
し
た
い
」
。
77
歳
を
迎
え
て
な
お
、
地
域

農
業
へ
の
情
熱
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
未
来
を

見
据
え
た
挑
戦
は
続
い
て
い
ま
す
。

旭日單光章の勲記・勲章と一緒に

遠賀支店管内　三原 高志さん

組合員インタビュー

地域とともに歩み続けて―

旭日單光章に輝く功績
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事業所名
4月 ５月

26日
（日）

27日
（月）

28日
（火）

29日
（水）

30日
（木）

1日
（金）

2日
（土）

3日
（日）

4日
（月）

5日
（火）

6日
（水）

7日
（木）

本店
通常営業（土日・祝日は定休日）

金融店舗（窓口）

金融店舗（ATM） 通常稼働

若松営農

通常営業（土日・祝日は定休日）

遠賀中間営農

小倉西営農

八幡営農

小倉東営農

小倉西育苗センター（母原） 通常営業

八幡購買店舗
通常営業（土日・祝日は8：30～12：00営業）

若松購買店舗

遠賀購買店舗 通常営業

曽根購買店舗
通常営業

臨時営業
（8：30～
12：00）

通常営業 8：30～
17：00 臨時営業（8：30～12：00） 通常

営業
西中購買店舗

門司購買店舗 通常営業（土日・祝日は定休日）

農機センター 通常営業

遠賀燃料センター
通常営業（土日・祝日は定休日）

東部燃料センター

不動産センター
通常営業
（土日・
祝日は
定休日）

通常
営業

通常営業
（土日・
祝日は
定休日）

通常
営業 通常営業（土日・祝日は定休日） 通常

営業

かっぱの里若松店

通常営業（水曜は定休日）

かっぱの里八幡店

やさい畑おんが店

やさい畑なかま店

やさい畑みずまき店

大地の恵み西中店

大地の恵み曽根店 通常営業（土日は定休日）

やすらぎ会館 通常営業

令和８年度 ゴールデンウィーク期間中の店舗営業について令和８年度 ゴールデンウィーク期間中の店舗営業について


